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愛南トピックス

今月の町長は・・

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

目次

2

3

4～

表紙の写真コメント

子育て支援グループ

「こぶたたんぽぽポケットと

んぼ」ほかの方々と、南宇

和高校 1 年生との交流会の

様子です。高校生が、とて

も頼もしく見えました。

10/1

20

9/21

18～

10/1
「ゆらり内海」の
玄関先に、地場産
品応援の店と書か
れた「緑提灯」を
掲げています。こ
の緑提灯は、食料
自給率の向上と食
材の安全性を分か
りやすくお客様に
伝える運動として
全国各地のお店で
飾られています。

御荘 B&G 海洋セ
ンターで、海洋ク
ラブ員約 20 名が
参加して「プール
で OP ヨット」の
体験学習会があ
り、ヨットの組み
立て方や操縦方法
など、参加者が安
心して学べるよ
う、プールで行い
ました。

10/5

八幡野神社で行われた

「交通安全祈願祭」の

中で、長年にわたり交

通安全に功績のあった

功労者を表彰する「緑

十字銅章」の伝達式が

行われ、交通安全功

労者として山本峰
み ね お

雄さ

ん、優良運転者として

松林寛
ひろ ゆ き

行さん、近平

治
はるしげ

重さんが、それぞれ

受章されました。

16～

14～

写真左から「第

63回国民体育大

会」(9/27 ～ 10/7、

大分県で開催)に、

県代表として相撲

少年男子に小松

功
こうだい

大くん (南高 1

年 )、サッカー少

年男子に立花涼
りょう

く

ん ( 南高 1年 ) が

出場しました。

10/10　

13

ゆらり内海でお勤めの清家友
と も み

美さん

表彰状を受ける山本峰
み ね お

雄さん

立花くん小松くん

愛南
トピッ

クス
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　9月は、レストラン門
田「開店 15 周年記念愛
南かつおフェア」(14 日、
松山市 )、敬老会〈久良・
増田・菊川地区〉(15日 )、
監事として愛媛県野菜価
格安定化基金の野菜価格
安定事業に係る平成 19
年度決算を監査 (22 日 )、
愛南町水産・食料基地構
想の記者発表 (24 日 ) 第
4回高齢者運動会 (27 日 )
などに出席しました。
　10月は、サンパール観
光 ( 株 ) 定時取締役会 (1
日 )、えひめ南農協合併促
進協議会(3日、宇和島市)、
第 2回津島水道企業団議
会定例会 (9日、津島町 )、
JA えひめ南、JA 宇和青
果合併調印式 (11 日、宇
和島市 ) などに出席しま
した。
　9月 24日に「愛南町水
産・食料基地構想」につ
いての記者発表をさせて
いただきました。
　これも、愛南町と愛媛
大学との連携協定による
愛媛大学南予水産研究セ
ンターが本町に設置され
たこと、そして、地域の
皆様が、研究員や学生に
対して温かく接していた
だいたこと、この二つが
構想を本格化させた大き
な要因だと感じています。
　今後も、愛媛大学の研
究力を存分に発揮してい
ただくとともに、地域の
皆さんも、積極的にこの
取り組みに参画をしてほ
しいと思います。

今月の町長は・・

本町から初めて「30 人 31 脚全国大会 2008 愛媛大会」に出場し、15 チー

ム中、7位と健闘した城辺小学校 6年生（40 名）です。

9/30

エコ体操をしている参加者の様子です。（第 1回町連合婦人会運動会）

10/5

やさしいおねえさんといっしょに！（南宇和高校にて）

10/1

それぞれの限界に挑戦した「愛 -1 グランプリ」の様子です。

10/4

今号
の

注目記
事
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
20
年　

第
３
回  

町
議
会
臨
時
会

学
校
教
育
課
か
ら

平
成
20
年 

第
２
回  

篠
山
小
中
学
校

組
合
議
会
定
例
会

総務課から

委員を公募します！

 9/

29・30
　

本
庁
議
場
で
、
平
成
20
年
第

３
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

　次のとおり「次世代育成支援地域対策協議会」及

び「愛なん食育プラン策定検討委員会」の各委員を

公募します。詳しくは、それぞれの担当課に問い合せ

ていただき、所定の申込書に必要事項を記入の上、提

出してください。また、申込書は、町ホームページか

らもダウンロードできます。なお、町の他の委員会等

の委員を2つ以上、兼任している方は応募できません。

協議会の名称 次世代育成支援地域対策協議会委員

職務の内容
　次代を担う子供たちの健全育成に向
けた様々な対策に関する計画づくりや
その推進等について審議する。

報酬等の条件 日額　7,000円（交通費支給なし）

公 募 人 数 １名（委員定数10名）

任 　 　 期
　平成21年１月１日から平成22年12
月31日まで

応 募 資 格
　町内在住の20歳以上の方で、かつ、
本協議会の審議に関心のある方

応 募 先 保健福祉課又は各支所

募 集 期 間 平成20年11月１日から28日まで

申込み先及び
問い合わせ先

保健福祉課
(℡７２－１２１２)

委員会の名称 愛なん食育プラン策定検討委員会委員

職務の内容
　愛なん食育プラン（案）の作成及び重
要事項について審議する。

報酬等の条件 日額　7,000円（交通費支給なし）

公 募 人 数 ４名（委員定数30名）

任 期 委嘱の日から平成22年3月31日まで

応 募 資 格

　町内在住の20歳以上の方で、本委員
会の審議に関心のある方
　年間５回程度、開催される委員会に
出席できる方

応 募 先 水産課又は水産研究開発室（西海支所内）

募 集 期 間 平成20年10月10日から11月14日まで

申込み先及び
問い合わせ先

水産課水産研究開発室
（℡８２－１３７６）

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
20
年
第

２
回
篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会

定
例
会
が
行
わ
れ
、
愛
媛
県
市
町
総
合
事

務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
が
１
議
案
、
歳

入
総
額
８
，１
２
０
万
８
，６
５
７
円
、

歳
出
総
額
４
，３
０
７
万
３
，５
９
６
円
、

差
引
残
額
３
，８
１
３
万
５
，０
６
１
円

れ
、
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
、

簡
易
水
道
、
小
規
模
下
水
道
、
温
泉
、

旅
客
船
事
業
等
の
各
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
企
画
財
政
課
長
及
び
収

入
役
か
ら
、
町
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
及
び
公
営
企
業
会
計
に
係
る
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率

が
財
政
運
営
・
経
営
の
健
全
性
を
示
す

基
準
及
び
経
営
健
全
化
基
準
の
一
つ
で

あ
る
「
早
期
健
全
化
」
を
下
回
っ
て
い

る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 9/
   25

と
な
っ
た
平
成
19
年
度
篠
山
小
中
学
校

組
合
一
般
会
計
の
決
算
が
１
議
案
、
平

成
20
年
度
篠
山
小
中
学
校
組
合
一
般
会

計
の
補
正
予
算
が
１
議
案
、
計
３
議
案

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

愛
南
版
養
殖
地
モ
デ
ル
を

国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
！

　

本
庁
舎
第
３
会
議
室
で
、
全
国
屈

指
の
養
殖
魚
生
産
地
と
し
て
の
優
位

性
を
活
か
し
、
安
全
、
安
心
な
水
産

物
の
安
定
供
給
に
貢
献
し
よ
う
と
策

定
し
た
「
愛
南
町
水
産
・
食
料
基
地

構
想
」
の
記
者
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
愛
南
町
と
愛
媛
大
学
の
連
携
協

定
に
基
づ
き
、
山
内
皓こ
う

平へ
い

愛
媛
大
学

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心

と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
同

セ
ン
タ
ー
専
任
教
員
と
町
水
産
課
職

 9/
   24

員
14
名
で
構
成
。
今
年
の
５
月
20
日

に
設
置
）
が
、
漁
協
や
漁
業
者
等
と

の
意
見
交
換
会
を
重
ね
な
が
ら
、
現

場
（
水
産
業
者
）
の
意
見
を
反
映
し

て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
に
は
、
持
て
る
研
究
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
、
主
力
産
業
で
あ

る
養
殖
業
を
含
め
た
水
産
業
の
活

性
化
、
ひ
い
て
は
南
予
地
域
の
水
産

振
興
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

構
想
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

  本構想の理念

　国民の食生活を高めるとともに、食料問題の解決をめざし、産学官が一体となっ
て、安全な食料を安定的に供給する仕組みを構築することによって、食料の安全保障
に貢献します。

  本構想の基本目標

○養殖技術の開発、流通システムの革新、マリンバイオ飼料研究
　①養殖技術では、優良養殖魚介類の種苗生産から養殖、加工、冷凍、流通、販売ま
での過程を研究し、新たな生産基地モデルの構築をめざします。

　②流通システムの革新では、これまでの買い手市場から、生産者が価格決定の主導
権をにぎれるような仕組みづくりをめざします。

　③マリンバイオ飼料研究では、食品加工残渣のリサイクルや飼料原料用動物の開発
等、安価で安定供給できる養殖用飼料の開発をめざします。

○水圏環境の保全
　養殖海域に負荷を与えない養殖技術を開発するとともに、養殖漁場海域の実態解明
（赤潮発生のメカニズム等）や保全、修復など、将来にわたり安全で安心できる食料
供給基地をめざします。また、愛なんブランド魚の選抜をめざします。

○人材育成
　ぎょしょく教育、地域特別研究員制度を活用して、食育推進のための専門的な知識
や水産業の担い手となる人材の育成をめざします。

写真左が、山内晧
こう

平
へい

愛媛大学南予

水産研究センター長です
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保
健
福
祉
課
か
ら

平
成
21
年
度
の
保
育
所

入
所
希
望
に
つ
い
て

総
務
課
か
ら

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」で

御
輿
を
新
調
！

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
新
規
の
方

は
入
所
希
望
の
保
育
所
で
、
現
在
入

所
中
の
方
は
在
園
保
育
所
で
「
保
育

所
入
所
申
込
書
」
と
「
家
庭
の
就
労

状
況
調
査
表
」
を
受
け
取
り
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
20
年
12
月

１
日（
月
）か
ら
平
成
20
年
12
月
10
日

（
水
）ま
で
に
、
４
月
か
ら
入
所
を
希

望
さ
れ
る
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成
21
年
５
月
以
降
の
途

中
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
立
保
育
所
の
入
所
に
つ
い
て

は
、
両
親
以
外
の
同
居
し
て
い
る
親

族
等
が
児
童
の
保
育
を
で
き
な
い
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
く
は
、

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
の
記
入
に
当
た
っ
て

①
入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、
平
成
21
年
４

月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
面
接
は
、
平
成
21
年
１
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次

第
、
申
込
時
に
必
要
な
添
付
書
類
等

と
面
接
の
ご
案
内
を
添
え
て
個
人
通

知
し
ま
す
。

実
施
保
育
所

早
出
保
育

通
常
保
育（
月
〜
金
）

居
残
り
保
育

は
ま
ゆ
う
乳
幼
児
保
育
所

７
時
〜

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

18
時
ま
で

船
越
保
育
園

７
時
30
分
〜

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

17
時
ま
で

小
成
川
保
育
園

７
時
30
分
〜

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

17
時
30
分
ま
で

公
立
保
育
所

７
時
30
分
〜

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

18
時
30
分
ま
で

※
土
曜
日
は
、
12
時
30
分
ま
で
で
す
。

実
施
保
育
所

土
曜
午
後
保
育

延
長
保
育（
有
料
）

は
ま
ゆ
う
乳
幼
児
保
育
所

18
時
ま
で

18
時
〜
19
時
ま
で

土
曜
日
の
延

長
保
育
は
あ

り
ま
せ
ん
。

柏
・
御
荘
・
城
辺
・
一
本
松

の
各
保
育
所

18
時
30
分
ま
で

18
時
30
分
〜
19
時
ま
で

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平

成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の

補
助
を
受
け
、
馬
場
地
区
の
秋
祭
り
に
使

用
す
る
御
輿
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
『
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
』
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
を
財
源
と
し

て
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連

帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
施
設
又
は
設

備
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

馬場地区役員の皆さん

通
常
保
育
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

就
業
状
況（
パ
ー
ト
等
）・
就
職
活
動
後
の
再
調
査
を
毎
年
７
月
〜
８
月
頃
に
行

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
土
曜
日
午
後
保
育
（
申
請
が
必
要
で
無
料
）
延
長
保
育
（
１
回
１
０
０
円
で
申
請

が
必
要
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
実
施
保
育
所
へ
の
入
所
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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環
境
衛
生
課
か
ら

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が

引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
」

企
画
財
政
課
か
ら

地
域
課
題
を
語
り
合
う

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
傍
聴
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
カ
ツ
オ
の

　
　
　
　

魅
力
満
載
！

保
健
福
祉
課
か
ら

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

　

家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
家
電
４

品
目
〈
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷

蔵
（
冷
凍
）
庫
〉
を
廃
棄
処
分
す
る
場
合

は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
家
電
４
品
目
を
処
分
す
る
場
合
は
、

小
売
店
に
持
っ
て
い
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
支
払
う
と
回
収
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
こ
の

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
11
月
１
日
か
ら
引

き
下
げ
ま
す
。

　

引
き
下
げ
を
表
明
し
て
い
る
の
は
、

日
立
製
作
所
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
東
芝
、

ソ
ニ
ー
、
三
菱
電
機
、
シ
ャ
ー
プ
、
三

洋
電
機
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
等
で
す
。

　

家
電
４
品
目
の
処
理
に
つ
い
て
、
廃

棄
物
の
減
量
と
有
用
な
資
源
の
再
利
用

の
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大手電機メーカーのリサイクル料金(税込み)

引き下げ対象の廃家電 現行料金　⇒　改定料金

冷蔵庫・冷凍庫 4,830円　⇒　3,780円

170ℓ以下 171ℓ以上 現行と同じ 　4,830円

ブラウン管式テレビ 2,835円　⇒　1,785円

15型以下 16型以上 現行と同じ 　2,835円

エアコン 3,150円　⇒　2,625円

　

地
域
で
活
躍
す
る
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

と
県
、
市
町
が
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て

語
り
合
う
「
男
女
共
同
参
画
ヤ
ン
グ
リ
ー

ダ
ー
南
予
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
傍
聴

者
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
南
予
地
方
局
総
務
県
民

課
県
民
生
活
係
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
27
日（
木
）13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
４
―

11
―

２

　
　
　

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

　

町
観
光
協
会
が
、
四
国
一
の
水
揚

げ
を
誇
る
カ
ツ
オ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
町
内
で
美
味
し
い
カ
ツ
オ
が
食
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べ
ら
れ
る
20
店
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
愛
南
の
カ
ツ
オ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
、
カ
ツ
オ
の
お
ろ
し
方
を
は
じ

め
、
代
表
的
な
カ
ツ
オ
料
理
と
し

て
、
刺
身
、
カ
ツ
オ
丼
、
カ
ツ
オ
の

た
た
き
な
ど
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
、

カ
ツ
オ
の
魅
力
が
満
載
で
す
。

　

町
内
で
は
、
愛
南
町
役
場
本
庁

舎
、
各
支
所
、
ゆ
ら
り
内
海
、
山
出

憩
の
里
温
泉
、
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ

の
荘
、
愛
南
漁
協
深
浦
本
所
な
ど
に

常
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
後
、
松
山
市
な

ど
の
観
光
施
設
に
も
常
置
す
る
予
定

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
観
光
協
会
（
℡

７
３
―

０
４
４
４
）
又
は
商
工
観
光

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道の駅みしょうMICにお勤めの久德

美
み

以
い

奈
な

さんです

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
し

て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
県
下
で
は
、
５
４
０
名
の

子
ど
も
た
ち
が
児
童
養
護
施
設
や
乳

児
院
に
入
所
し
て
い
ま
す
が
、
里
親

の
も
と
で
育
て
ら
れ
て
い
る
子
ど
も

は
、
９
名
と
極
め
て
少
な
い
状
況
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
県
で
は
、
里
親
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

里
親
の
申
込
み
等
、
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
南
予
児
童
相
談
所
（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、

　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
」！

三浦　猛
たけし

さん

　

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
（
南
水
研
）
の
三
浦
猛

た
け
し

で
す
。

魚
や
貝
が
ど
う
や
っ
て
成
熟
す
る
の

か
？
ど
う
や
っ
て
成
長
す
る
の
か
？

と
い
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
子
の
レ

ベ
ル
で
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
の
研
究
員
、
学
生
17
名
、

そ
れ
に
家
族
で
松
山
か
ら
移
住
し

て
、
も
う
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

愛
南
町
に
来
る
前
、
私
が
一
番
心
配

し
て
い
た
の
は
、
研
究
室
の
み
ん
な

が
、
果
た
し
て
地
域
の
方
々
の
中
に

入
っ
て
、
気
持
ち
良
く
生
活
で
き
る

か
ど
う
か
で
し
た
。
実
は
、
学
生
の

多
く
は
愛
南
町
行
き
が
決
ま
っ
た
昨

年
の
ち
ょ
う
ど
今
頃
、
愛
南
町
へ
移

住
す
る
こ
と
を
と
て
も
嫌
が
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
愛
南
町

に
来
て
み
る
と
、
松
山
で
は
な
か
な

か
味
わ
え
な
い
地
域
の
人
々
の
親
切

に
接
し
、
一ひ
と

月つ
き

も
し
な
い
う
ち
に
、

学
生
た
ち
の
不
満
は
解
消
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
更
に
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
会
、
盆
踊
り
、
夏
祭
り
、
小

学
校
の
運
動
会
等
、
様
々
な
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
、
今
で
は
、
み
ん

な
す
っ
か
り
「
愛
南
町
民
」
に
な
り

き
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
本
の
水
産
養
殖
の

最
前
線
で
あ
る
愛
南
町
に
飛
び
込
ん

で
来
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
の
行
動

に
よ
っ
て
、
研
究
を
行
う
上
で
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
松
山
に
い
る
時
に
は
想
像

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
様
々
な

興
味
深
い
研
究
の
「
ネ
タ
」
を
仕
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
あ

ま
り
に
も
多
く
、
研
究
し
た
い
こ
と

が
あ
っ
て
、
何
を
し
よ
う
か
迷
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
一
つ
と
っ

て
も
「
愛
南
町
に
来
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　

愛
媛
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
水
産
関

係
の
教
育
・
研
究
組
織
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
南
水
研
の
設
置
が

愛
媛
大
学
の
水
産
学
研
究
の
第
一
歩

で
あ
り
、
言
っ
て

み
れ
ば
南
水
研
は

「
よ
ち
よ
ち
歩
き

の
赤
ん
坊
」
で

す
。

　

こ
の
南
水
研
が

大
き
く
成
長
す
る

か
ど
う
か
は
、
愛

南
町
の
方
々
の
ご

協
力
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ

こ
か
ら
研
究
成
果

を
積
極
的
に
発
信

し
、
南
水
研
を
日

本
の
、
さ
ら
に
は

世
界
の
水
産
研
究

の
中
心
に
し
て
行

き
た
い
と
大
き
な

夢
を
抱
い
て
い
ま

す
。

　

ど
う
か
、
私
た

ち
の
研
究
活
動
を

暖
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

愛媛大学南予水産研究センター三浦研究室の皆さん
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保
健
福
祉
課
か
ら

歯
周
病
に
つ
い
て

そ
の
１

総
務
課
か
ら

集
落
の
存
続
を
考
え
る
！

食
べ
る
た
め
に
大
事
な
歯
！

　

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

歯
周
病

「
歳
と
っ
た
ら
、目
と
歯
に
く
る
よ
ね
〜
。」

「
も
う
歳
や
か
ら
、歯
も
ガ
タ
が
き
て
…
」

と
い
っ
た
会
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
で
も
こ
れ
は
、
間
違
い
だ
っ

て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

実
は
、
歳
を
と
る
こ
と
で
歯
は
悪
く
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

周
り
の
皆
が
な
る
病
気
な
の
で
、
歳

を
と
っ
た
ら
歯
が
悪
く
な
る
と
勘
違
い

し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
な
の
で
す
。

　

実
際
に
歯
が
無
く
な
る
原
因
を
調
べ

て
み
る
と
、
そ
の
90
％
が
虫
歯
と
歯
周
病

で
す
。「
な
ー
ん
だ
、
虫
歯
か
あ
」
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
で

も
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
虫
歯
を
防
ぐ
た

め
の
予
防
を
す
る
だ
け
で
、
ま
た
歯
周
病

を
防
ぐ
予
防
を
す
る
こ
と
で
、
歯
が
無
く

な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。後
か
ら
出
て
き
た
「
歯
周
病
」
っ

て
言
葉
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
よ

く
は
知
ら
な
い
っ
て
い
う
人
が
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
無
理
も
な
い
現
実

で
す
。
そ
ん
な
に
情
報
が
い
き
わ
た
っ
て

な
い
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
現
在
、

日
本
の
中
で
、
歯
周
病
が
増
え
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
に
「
歯
周
病
」
を

　

「
集
落
を
消
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
今
！

―

地
域
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ネ
マ
上

映
会
＆
講
演
会
―

」（
え
ひ
め
地
域
づ
く

り
研
究
会
議
が
主
催
）
が
Ｄ
Ｅ
・
あ
・

い
・
21
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
86
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
宮
崎
県
西

都
市
の
廃
村
を
追
っ
た
映
画
「
寒
川（
さ

ぶ
か
わ
）」
が
上
演
さ
れ
、
過
疎
や
高
齢

化
な
ど
、
農
山
漁
村
が
抱
え
る
問
題
の

深
刻
さ
が
浮
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
熊
本
大
学
文
学
部
総
合
人

間
学
科
教
授
の
徳
野
貞さ

だ

雄お

氏
が
「
こ
れ

か
ら
の
農
山
漁
村
―

担
い
手
・
消
費
者
・

ム
ラ
の
ゆ
く
え
―

」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

徳
野
氏
は
「
集
落
の
50
％
以
上
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
る
〝
い
わ

ゆ
る
限
界
集
落
〞
の
問
題
が
急
激
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
農

山
漁
村
の
多
く
が
今
後
10
年
を
め
ど
に

消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
か
ら
だ
」
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知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
を
簡
単
に
い
う
と
「
歯
ぐ
き

が
弱
く
な
り
壊
さ
れ
て
い
く
病
気
」
で

す
。
実
際
、
歯
周
病
が
進
行
す
る
こ
と

は
大
ご
と
な
の
で
す
が
、
非
常
に
ゆ
っ

く
り
と
進
行
す
る
た
め
に
、
悪
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
の
が

「
歯
周
病
」
の
特
徴
で
す
。

初
期
の
症
状
と
し
て
、

・
歯
磨
き
時
に
歯
ブ
ラ
シ
に
血
が
に
じ
む

・
物
が
つ
ま
り
や
す
く
な
っ
た
（
爪
楊

枝
に
手
が
の
び
る
）

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
早
く
診
て

も
ら
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
中

で
も
30
代
以
上
の
人
は
、
ま
ず
歯
科
医
院

で
検
査
し

て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

次
号
は

「
静
か
に

進
行
し
て

い
く
歯
周

病
」
に
つ

い
て
紹
介

し
ま
す
。

南宇和郡

歯科医師会

高橋　啓
あきら

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
落
の
後
継
者
問
題
に
対
し

て
「
都
会
か
ら
不
特
定
多
数
を
呼
び
込

も
う
と
す
る
対
応
は
的
外
れ
。
集
落
と

の
つ
な
が
り
が
な
い
定
住
者
は
、
地
域

で
暮
ら
す
親
を
支
え
て
く
れ
な
い
。
家

族
を
地
域
に
呼
び
戻
す
よ
う
な
対
策
を

中
心
に
行
う
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
の
具

体
策
と
し
て
、
定
期
的
に
同
窓
会
を
開

く
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
」
と
持
論

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

講演された徳野貞
さだ

雄
お

さん
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商
工
観
光
課
か
ら

ガ
ス
点
検
等
を
装
っ
た
詐
欺
、

窃
盗
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た

保
健
福
祉
課
か
ら

子
育
て
推
進
員
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
！

町
民
課
か
ら

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
！

発
生
し
た
事
件
は
！

　

10
月
６
日
に
、
80
歳
代
の
独
居
の
高
齢

者
宅
に
「
ガ
ス
漏
れ
の
検
査
に
き
た
」
と

い
っ
て
、
取
引
が
あ
る
燃
料
会
社
の
名
前

を
名
乗
る
男
が
、
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
を

確
認
す
る
と
「
給
湯
器
の
修
理
部
品
を

買
っ
て
く
る
の
で
８
千
円
必
要
で
す
」

と
言
わ
れ
、
１
万
円
を
渡
し
た
が
、
そ
の

ま
ま
逃
亡
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

　

町
で
は
、
母
子
保
健
事
業
等
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
22
名
の
子
育
て
推

進
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
の
一
端
を
、
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
３
日
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

中
心
に
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
宇
和

島
市
津
島
の
自
主
グ
ル
ー
プ
「
夢
の
た

ま
ご
」
の
活
動
状
況
を
学
ぼ
う
と
、
８
名

の
推
進
員
が
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
「
絵
本
は
、
こ
と
ば
と
こ

こ
ろ
を
育
て
る
上
で
、
と
て
も
有
効
。

　

納
付
の
あ
っ
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
課
税
対
象
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
保
険
料
を

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
証

明
書
又
は
領
収
証
書
）
を
申
告
書
に
添

付
す
る
こ
と
が
所
得
税
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
を
納
付
し
た
旨

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
社
会
保
険
庁
で
は
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」(

ハ
ガ
キ
様
式)

を
、
11
月
上
旬
又

は
翌
年
２
月
に
お
送
り
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
送
付
対
象
者 

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
実
績
が
あ

る
方

　

翌
年
２
月
送
付
対
象
者

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
そ
の
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
た
方

　

 

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　

 

領
収
証
書
は
大
切
に
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
等

に
よ
り
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
、
証
明

額
等
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
領
収
証
書
に

よ
り
控
除
額
を
自
己
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
領
収
証
書
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

 
※
な
お
、
年
末
調
整
の
手
続
き
等
に
つ

い
て
は
、
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

 

社
会
保
険
庁
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
は

 

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
―

０
７
０
―

１
１
７

（
11
月
４
日
〜
平
成
21
年
３
月
13
日

ま
で
、
平
日
９
時
〜
17
時
ま
で
）

　

Ｉ
Ｐ
電
話

（
℡
０
３
―

６
７
４
８
―

８
８
８
２
）

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

○
11
月
19
日（
水
）

　
　

10
時
〜
15
時
30
分

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

子
ど
も
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
い
る
と
、
そ

の
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
４
ヵ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
へ

も
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
と
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
推
進
員
か
ら
は

「
健
診
時
な
ど
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
で
子
ど

も
さ
ん
に
、

絵
本
を
読

ん
で
あ
げ

た
い
」と
い

う
声
が
で

る
な
ど
、充

実
し
た
研

修
と
な
り

ま
し
た
。

の
ほ
か
「
水
道
管
の
修
理
を
息
子
さ
ん
か

ら
頼
ま
れ
た
。
部
品
を
買
っ
て
く
る
の
で

６
千
円
必
要
で
す
」
な
ど
、
２
件
の
事
件

が
町
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
点
検
は
、
販
売
店
や
販
売

店
か
ら
委
託
さ
れ
た
保
安
機
関
だ
け
が

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
ず
、
訪
問
者

の
身
分
証
明
書
の
確
認
や
、
販
売
店
へ
の

点
検
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
族
の
名
前
を
名
乗
る
場
合

も
、
そ
の
場
で
家
族
に
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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保健事業のお知らせ（１１月）

環
境
衛
生
課
か
ら

11
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

保
健
福
祉
課
か
ら

虫
歯
0
本
、

　
　

お
め
で
と
う
！

保
健
福
祉
課
か
ら

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑

留
者
・
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

12
月
の
引
取
日
は
、

　

３
日
・
10
日
・
17
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、
虫

歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。
９
月
30
日
に
実
施
し
ま
し

た
５
歳
児
健
康
診
査
で
は
、
29
名
の
受

診
者
の
う
ち
８
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　

落　

合　

皇す　

晴ば
る 

く
ん  

柏

　

清　

水　

彩あ
や　

花か 

さ
ん  

高　
　

畑

 

浅　

海　

迅じ
ん　

平ぺ
い 

く
ん  

御
荘
平
城

 

大　

元　

麻ま　

由ゆ 

さ
ん  

蓮

乗

寺

 

田　

原　

陽ひ　

向な
た 

さ
ん  

城

辺

甲

 

武　

田　

海か
い　

杜と 

く
ん  

大　
　

浜

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

５歳児健診 11月11日 火

城辺保健福祉センター

平成１５年８月1日～
９月３０日生

乳児健診 11月18日 火
平成２０年４月1日～
５月３１日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 11月  7日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 11月11日 火
西海支所２階

親子ふれあい交流室
  ９：３０～１１：３０

育児相談 11月14日 金 内海保健センター   ９：３０～１１：３０

みなみっ子 11月17日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 11月26日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 11月12日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

11月20日 木 城辺保健福祉センター
  ９：３０～１１：３０

事前申込み

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
役
場
本

庁
又
は
各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
連
れ

て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い
犬
・

飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛
媛
県
収

入
証
紙
）で
す
の
で
ご
注
意
く
さ
だ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２

―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
『
特

別
慰
労
品
』
を
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩

給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・
引
揚

者
の
「
ご
本
人
」
に
『
特
別
慰
労
品
』

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
（
ご
遺
族
の
方

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）「
引
揚
者
」

は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
、
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き

揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
等
は
、
保
健
福
祉
課
又
は
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は
、
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
未
請
求

の
方
は
、
早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
要
件
等
、
詳
し
く
は
、
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
（
℡
０
１
２
０
―

２
３
４
―

９
３
３
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

平
日
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）
の
９

時
15
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

 

清　

水　

百も
も　

花か 

さ
ん  

緑

 

宮　

下　

陽は
る　

凪な 

さ
ん  

広　
　

見
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

11
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１１・１２月行事予定表

第１日曜日   2日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511
文 化 の 日   3日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255
第２日曜日   9日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510
第３日曜日 16日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600
勤労感謝の日 23日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225
振 替 休 日 24日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503
第５日曜日 30日 粉川内科 城 辺 甲 ☎72-2111

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１１月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

6期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

5期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

11/28

12/26

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
各
集
会
所

11/26

12/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

11/21

12/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

11/19

12/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

11/17

12/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満

倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

11/14

12/12

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

11/12

12/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

11/10

12/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

11/6

12/4

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

11/4

12/2

１１、１２月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

8 土   9：00～17：00 愛南町文化祭
御荘文化
センターほか

9 日
  9：00～16：00 愛南町文化祭

御荘文化
センターほか

10：00～15：00 ふるさと一本松祭 広見地区田園

12 水 13：00～15：00 行政相談
御荘文化
センターほか

15 土

  8：30～16：00
トレッキング・ザ・
空海あいなん

御荘文化
センターほか

  8：30～17：00
第15回秋季学童軟式
野球県下選手権大会

南レク城辺
野球場ほか

  9：00～12：30 正木花とり踊り 観喜光寺ほか

14：30～15：30 読み聞かせ 御荘夢創造館

18：00～19：30 花へんろコンサート
御荘文化
センター

16 日

  9：00～15：00
第15回秋季学童軟式
野球県下選手権大会

南レク城辺
野球場ほか

  9：40～15：00
トレッキング・ザ・
空海あいなん

DE・あ・い・21
ほか

18 火 19：30～21：00 同和問題基礎講座⑤
御荘文化
センター

19 水 10：00～15：30 社会保険・年金一日相談 商工会城辺支所

20 木 10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

22 土

13：30～16：00
生涯学習講座

「四国遍路と世界の巡礼」
②

御荘文化セン
ター小研修室

14：00～15：00 チェアエクササイズ
御荘B&G海洋
センター体育館

23 日
10：00～16：30

であいふれあい愛南
フェスタ２００８

御荘文化
センター

14：00～15：00 作って遊ぼう 御荘夢創造館

30 日

  8：30～17：00
第４回

スポーツフェスタin愛南
南レク城辺多目的
グラウンドほか

10：00～15：00 一本松地域文化発表会
一本松山村開発
センター

１２月

3 水 13：00～15：00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

7 日
  8：30～16：00 篠南文化祭

篠山小中学校
体育館ほか

  9：00～15：00 内海文化発表会 DE・あ・い・21

愛いっぱい愛南産直市
12月9日（火）～15日（月）

時間  10：00～19：00　場所  三越松山店
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

小成川
保育園

はまゆう
保育所

城辺
幼稚園

船越
保育園

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００
火・木   ８：００～１３：００

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００
園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第２火曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
※詳しくは「こぶた通信」記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０

 

 ●11/12（水）10：00
愛南消防署を招き、
消火訓練を行います。

●6日（木）親子ヨガ
●12日（水）城辺保
健センターで陶芸教
室を行います。

 ●21日（金）28日（金）
は夢創造館で行います。

 ●7日（金）10：30
食育講話を行います。
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みんなで元気に笑おう!

に け ー し ょ ん

10/8

　毎朝、お天気の良い日に大森山児童公園に集ま

り、清掃作業をして、自らの健康を維持するラジオ

体操に取り組んでいる皆さんです。きっかけは、今

年3月に宮田誠
せ い こ

子さんが、老人クラブの集まりで「み

んなでラジオ体操をしませんか」と言ったのが始ま

りだとか。 

　ラジオ体操の最後には、みんなで集まり「嬉しい

な、楽しいな、みんなで元気に笑いましょう」と声

を掛け合い、大きな声で笑っていました。

　今後、各地で安心して暮らせる地域の支え合いを

大切に、爽やかな仲間づくりに取組、自分たちでで

きる「地域貢献」をめざしてほしいと思います。

(文 橋本百
も も よ

代広報編集委員)

婦人パワー、全開!10/5

　町内の婦人や子ども、約80名が参加して、

三世代交流を目的に「第1回町連合婦人会運

動会」が、御荘B&G海洋センターで行われま

した。

　当日は、ボール運びや玉入れ、パン食い競

争、エコ体操、着付け競争など、笑顔があふ

れる運動会となりました。今後とも、花いっ

ぱい運動や清掃活動など、町やそれぞれの

家庭に元気を届けてほしいと思います。

真珠貝のふるさと、愛南を
PR

10/5

　真珠貝のふるさと愛南をPRしよう
と、今年で12回目となる「パールジュエ
リーデザインコンテスト」の表彰式が行
われ、出席した入賞者約30人に、表彰
状が手渡されました。
　今年は、応募総数452点の中から最
優秀賞に、大阪市の大塚岳

が く

さん(19)の
「蹴鞠(けまり)」が選ばれました。ま

た、町内の小中学生からも25点の応募があり、小学生の部で
は西本凪

な ぎ さ

沙さん(城辺小)の「カメさんのボール遊び」が、中学
生の部では宮崎万里(まり)さん(城辺中)の「桜涙」がそれぞれ
1位を受賞しました。
　入賞者は、表彰式終了後に家串地区の磯和治

は る ゆ き

行さんの真
珠養殖作業場を見学し、目の前に広がる海の美しさに目を輝
かせていました。
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みんなで回収、不法投棄ごみ!

愛 南 こ み ゅ
9/28

　一本松地域全域で、壮年グループや婦
人会など約300名の地域住民が参加し
て、国道や町道沿線などに捨てられた空
き缶、ペットボトル等の不法投棄ごみ(2t
ダンプ1台、軽トラック3台)を回収しまし
た。
　参加者も「毎年、同じ場所にごみが捨
てられている」と嘆きながらも、事業の
継続性を誓い合っていました。

10/1 やさしさが地域を元気にするよ!
　南宇和高校体育館
で、同校1年生239名と
城辺幼稚園児20名、子
育て支援グループ「こぶ
たたんぽぽポケットと
んぼ」(代表、増田和

か ず え

恵
さん)など約40名が、手
作りおもちゃの製作を
通じて楽しく触れ合い
ました。(この事業は、平
成14年度から毎年実施)
　当日は、園児から「お
にいちゃん、おねえちゃ
ん」と呼ばれ、笑顔で
やさしく接する高校生
の姿が、とても微笑まし
く感じました。また、講
演会も行われ、認知症
の症状など、高齢者へ
の接し方等を学びまし
た。

山を守ろう！10/2
　緑小学校5、6年生

19名と愛媛県、南宇

和森林組合、松山市

で開催された第32回

全国植樹祭に参加し

た住民、約20名が参

加して、西柳地区の

小
こ

萩
は ぎ

原
ば ら

山の町有林の

クヌギ、約70本の芽

かきを行いました。
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
愛
南
町
ナ
ン
バ
ー
1
の
剣
士
を
競
う
!

9/
　23

　

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
盟
す
る
16
団
体
を
含
む
計
80

名
が
参
加
し
て
「
第
4
回
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
剣
道
競
技
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

○
個
人
戦

　

男
女
1
・
2
年
生
の
部 

1
位 

松
本
実み

ゆ

う夢
（
一
本
松
）

　

男
子
3
・
4
年
生
の
部 

1
位 

市
原
稔と

し

ひ

ろ大
（
平
城
）

　

女
子
3
・
4
年
生
の
部 

1
位 

二
神
明あ

す

み

日
美
（
一
本
松
）

　

男
子
5
・
6
年
生
の
部 

1
位 

二
神
健け

ん

（
一
本
松
）

　

女
子
5
・
6
年
生
の
部 

1
位 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）

　

総
合
の
部 

1
位 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）

伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
緑
八
朔
相
撲
!

9/
　6

　

緑
ふ
れ
あ
い
広
場
土
俵
（
緑
公
民
館
前
）
で
、
小
学
生
個
人
戦
に
90
名
、
団
体
戦
に
26
チ
ー

ム
、
一
般
団
体
戦
に
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
平
成
20
年
度
「
緑
八
朔
相
撲
大
会
」
（
緑
青
年

団
、
緑
公
民
館
ほ
か
が
共
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
御
荘
中
学
校
や
南
宇
和
高
校
を
含
む

計
7
校
に
よ
る
宮
相
撲
、
緑
地
区
有
志
に
よ
る
物
産
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

低学年の部優勝  一本松剣道会の皆さん　

　　　　　

○
団
体
戦

　

低
学
年
の
部 
1
位 
一
本
松
剣
道
会 

　

高
学
年
の
部 

1
位 
一
本
松
剣
道
会
A 

○
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
賞

　

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）

高学年の部優勝  一本松剣道会Aの皆さん

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
個
人
戦
と
団
体
戦
の
優
勝
の
み
掲
載
】

小
学
生
の
部

○
学
年
別
個
人
戦

  

小
学
生
1
年
生
の
部　

優
勝 
宮
下
魁か

い

し

ん伸
（
家
串
）　

  

  

小
学
生
2
年
生
の
部　

  

〃  
土
居
佑ゆ

う

や也
（
平
城
B
）

  

小
学
生
3
年
生
の
部　

  

〃  

濵
田
恭

き

ょ

う

す

け輔
（
赤
水
B
）

○
団
体
戦

（
低
学
年
の
部
）　

城
辺
A
（
大
西
悠ゆ

う

た

ろ

う

太
郎
、
片
山
顕け

ん

ご吾
、
安
岡
尚な

お

き輝
）

（
高
学
年
の
部
）　

赤
水
（
都
築
汰た

い

ち知
、
山
木
穣

じ

ょ

う

、
早
田
直な

お

み

ち通
）

一
般
の
部

○
団
体
戦　

ポ
ニ
ョ
ポ
ニ
ョ
（
本
多
真ま

さ

と人
、
緒
方
尚ひ

さ

の

り徳
、
吉
見
友と

も

き樹
）

  

小
学
生
4
年
生
の
部　

  

〃  

山
岡
慶の

り

よ

し吉
（
平
城
）

  

小
学
生
5
年
生
の
部　

  

〃  

河
内
宏こ

う

た太
（
城
辺
A
）

  

小
学
生
6
年
生
の
部　

  

〃  

尾
﨑
元げ

ん

き気
（
平
城
）

団体戦低学年の部優勝  城辺 A

団体戦高学年の部優勝  赤水
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元気いっぱい！元気いっぱい！
私
た
ち
が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
!

　

西
条
市
東
予
体
育
館
で
、
東
予
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
「
愛
媛
県
レ
デ
ィ
ー
ス
剣
道
大
会
」
が
行

わ
れ
、
小
学
生
の
部
で
、
南
宇
和
剣
道
会
A
〈
久
德
真ま

こ子
（
城
辺
小
5
年
）
、
松
田
華か

な

え苗
（
緑
小
6

年
）
、
佐
野
華か

お

り織
（
平
城
小
6
年
）
〉
が
、
見
事
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 8/

　24

や
っ
た
あ
!

10/
　4・5

　

今
治
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
今
治
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」（
女
子
の
部
に
12
チ
ー
ム
が

参
加
）
に
出
場
し
た
愛
南
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
、
見
事
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

30
人
31
脚
全
国
大
会
2
0
0
8
愛
媛
大
会
に
挑
戦
!

9/
　30

　

城
辺
小
学
校
6
年
生
40
名
が
、
10
月
12
日
、
愛
媛
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
30
人
31
脚
全
国
大
会
2
0
0
8
愛
媛
大
会
」

（
県
内
小
学
校
の
15
チ
ー
ム
が
参
加
）
に
出
場
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら
始
め
て
出
場
し
た
同
小
の
担
任
、
宮
下
武
浩
先
生
は
、

「
同
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
の
目
標
で
あ
る
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

子
供
た
ち
と
の
素
敵
な
思
い
出
が
増
え
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

自
己
の
限
界
に
挑
戦
!

10/
　4

 

「
己
の
限
界
に
挑
も
う
、
競
技
力
の
向
上
を
め
ざ
そ
う
」
を
合
言
葉
に
「
愛
ー
1
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
8
」
が
行
わ
れ
、
町

内
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
77
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
7
種
目
の
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

【
各
種
目
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
】

60
メ
ー
ト
ル
走 

小
学
男
子 

宮
本
翔し

ょ

う

ご吾
（
緑
） 

小
学
女
子 

平
尾
真ま

な奈
（
平
城
）

1
0
0
メ
ー
ト
ル
走 

小
学
男
子 

谷
口
翼

つ

ば

さ

（
緑
） 

小
学
女
子 

浅
海
早さ

き希
（
中
浦
）

一
般
男
子 

谷
平
圭け

い

（
城
辺
中
） 

一
般
女
子 
明
石
瑞み

ず

き生
（
城
辺
中
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ 

小
学
男
子 

中
岡
佳よ

し

き紀
（
平
城
） 

小
学
女
子 

永
尾
美み

な

み波
（
平
城
）

ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ 

小
学
生 

松
田
拓た

く

と人
（
城
辺
） 

一
般 

田
村
浩ひ

ろ

た

か貴
（
南
宇
和
高
）

ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

小
学
生 

重
見
朋と

も

ふ

み郁
（
久
良
）
一
般 

上
埜
敬け

い

や哉
（
南
宇
和
高
）

一
輪
車
競
走 

小
学
低
学
年 

田
中
熙ひ

ろ

と人
（
緑
） 

小
学
高
学
年 

清
水
康こ

う

へ

い平
（
緑
）

4
0
0
m
リ
レ
ー 

小
学
男
子 

緑
小
学
校 

小
学
女
子 

平
城
小
学
校 

一
般 

城
辺
中
学
校
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心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委員
が相談をお受けします（事前予
約が必要）。
  １１月１１日
　14時～16時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が日
常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
  １１月８日・２６日
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
！

「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８
」を
開
催
し
ま
す
！

任
期
制
自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
篠
南
川
柳
会

冷
や
酒
が
後
で
ゆ
っ
く
り
効
い
て
く
る　
　

國
松　

幸
枝

父
の
日
の
酒
に
添
え
ま
す
花
菖
蒲　
　
　
　

田
中　

保
美

土
壇
場
で
男
同
志
の
血
が
燃
え
る　
　
　
　

板
川　

良
子

肩
車
額
に
ぴ
っ
た
り
モ
ミ
ジ
の
手　
　
　
　

前
田
由
紀
子

安
ら
か
な
余
生
楽
し
む
今
の
幸　
　
　
　
　

岡
原　

善
子

う
ぬ
ぼ
れ
る
器
量
は
な
い
が
元
気
あ
る　
　

木
本　

清
子

病
院
食
や
っ
ぱ
り
妻
の
味
が
い
い　
　
　
　

田
村　

京
子

親
に
似
て
や
っ
ぱ
り
あ
の
娘
品
が
あ
る　
　

岡
野　

静
子

異
常
な
し
医
師
の
一
言
胸
晴
れ
る　
　
　
　

田
中
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ヤ
ス
ミ
）

晴
れ
の
日
が
続
く
は
ず
な
い
夫
婦
仲　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
幸
男
）

◆
内
海
俳
句
会

日
帰
り
の
紅
葉
全
山
惜
し
み
け
り
老
眼
に
涙
腺
ゆ
る
む
小
春
か
な　
　
　
　
　

太
田　

信
子

八
朔
や
父
母
の
碑
に
無
事
告
げ
に
く
る
指
折
っ
て
数
う
曽
孫
や
赤
の
ま
ま　
　

好
岡
東
明
子

花
野
虹
愛
犬
と
も
に
追
い
ゆ
き
ぬ
秋
燈
に
憑
か
れ
し
虫
の
翅
叩
く　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

現
し
身
に
滲
む
旅
情
の
露
衣
臥
待
や
浅
き
夢
路
の
薄
明
り　
　
　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

川
辺
よ
り
小
鳥
の
鳴
き
声
軒
に
吊
る
す
竹
風
鈴
が
涼
風
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

退
職
後
に
始
め
し
兄
の
文
具
店
病
み
て
こ
の
夏
戸
を
閉
ざ
し
た
り　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

母
の
代
よ
り
使
ひ
し
「
辻
」
の
薄
口
醤
油
味
付
け
上
々
里
芋
ほ
っ
こ
り　
　
　

前
田　

知
子

仄
か
な
る
新
米
の
香
に
佇
め
ば
早
や
も
秋
風
八
月
二
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

井
村　
　

操

母
許
と
伝
ふ
安
ら
ぎ
か
久
々
に
帰
り
し
息
子
は
縁
に
大
の
字　
　
　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

姉
も
老
い
そ
の
嫁
の
母
逝
か
れ
し
と
ふ
ひ
ぐ
ら
し
啼
け
ば
一
入
淋
し　
　
　
　

山
本　

豊
子

突
堤
の
若
き
ペ
ア
の
釣
り
人
は
女
が
釣
り
て
男
が
外
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

ブ
ラ
ン
コ
を
漕
げ
ば
同
時
に
星
流
る
村
の
は
ず
れ
の
小
さ
な
公
園　
　
　
　
　

藤
井　
　

擴

雨
弾
く
黄
の
鮮
や
か
な
花
菖
蒲
シ
ャ
ワ
ー
楽
し
む
少
女
の
如
し　
　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

　

誰
も
が
輝
く
町
を
め
ざ
し
「
で
あ
い 

ふ
れ

あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
月
23
日（
日
）

時
間　

10
時
〜
16
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

○
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

　

バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
高
齢

者
・
障
害
者
疑
似
体
験
ほ
か

○
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト　

作
曲
家
で
演
奏
家
の

前
川
裕
美
さ
ん
に
よ
る
「
夢
み
る
力
を
信
じ

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県

最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、10
月
24
日
以

降
は
、１
時
間
６
３
１
円
以
上
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 　

詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
労

働
局
賃
金
室（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
５
）又
は
宇
和
島
労
働
基
準
監

督
署（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
と
お
り
、
任
期
制
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
項
目

資　
　

格

受
付
期
間

試
験
日

任
期
制
自
衛
官

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

12
月
５
日
ま
で

12
月
７
日

※
一
任
期
は
、
２
〜
３
年
で
す
（
複
数
任
期
可
）。

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

４
０
７
４
）

又
は
総
務
課
（
℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

て―

盲
導
犬
グ

レ
ー
ス
と
と
も

に―

」
と
題
し
た

ピ
ア
ノ
の
弾
き

語
り
が
あ
り
ま

す
。

○
第
20
回
南
宇
和
こ
こ
ろ
の
健
康
大
学

　

櫃ひ
つ

本も
と

真し
ん

聿い
ち

さ
ん
を

交
え
、
心
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

　

※
愛
南
フ
ェ
ス
タ 

ポ
ス
タ
ー
展

　

愛
南
町
中
学
生
海

外
研
修
事
業
の
写
真

展
も
行
い
ま
す
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（９月受付分）

（９月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
！

「
糖
尿
病
教
室
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

愛
南
警
察
署
か
ら

宇
和
島
海
上
保
安
部
か
ら

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

「
第
９
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
図
画
」開
催
の

お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

犯
罪
の
被
害
に
関
す
る
悩
み
は
、

ま
ず
は
南
宇
和
犯
罪
被
害
者
支
援
連

絡
協
議
会
（
愛
南
警
察
署
内
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
１
２
０
―

３
１

―

９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
被
害
者

こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め
」

　

糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
以
下
の
と

お
り
糖
尿
病
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
対
象　

糖
尿
病
の
患
者

及
び
糖
尿
病
に
関
心
の
あ

る
方

◎
参
加
料　

無
料
（
５
回

で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

の
で
で
き
る
だ
け
５
回
お

越
し
く
だ
さ
い
。）

◎
問
い
合
わ
せ　

詳
し

く
は
、
県
立
南
宇
和
病

院
内
科
外
来
（
℡
７
２
―

１
２
３
１
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

場
所　

「
津
島
や
す
ら
ぎ
の
里
」

大
ホ
ー
ル

期
間　

11
月
20
日（
木
）〜
28
日（
金
）

時
間　

10
時
〜
17
時
ま
で（
た
だ
し
、

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
員

が
電
話
相
談
（
℡
０
８
９
―

９
０
５

―

０
１
５
０
、
毎
週
木
、
土
曜
日
の

10
時
〜
16
時
ま
で
）
を
通
じ
て
、
悩

み
の
解
決
や
心
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

20
日
は
13
時
か
ら
、
28
日
は
13
時
ま

で
の
開
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
）

日　時 内容及び講師

１１月７日（金）
１４：００～
１５：００

特別講義 糖尿病とは…？

１１月１３日（木）
１３：３０～
１５：３０

糖尿病週間・
世界糖尿病デ
ーのこと
患者体験談など

糖尿病の
基礎知識

ス
ト
レ
ッ
チ

どんな薬
がある
の？

クイズで
学ぶ！
食事のホ
ント

１１月２０日（木）
１３：３０～
１５：００

目と網膜症
について

目で見る
糖尿病
～あなた
のコント
ロール状
態をチェ
ック～

ス
ト
レ
ッ
チ

生活習慣
を見直そ
う！

食事療法
の基本

１１月２７日（木）
１３：３０～
１５：００

自分の足を
知りましょう

フットケア
について！

ス
ト
レ
ッ
チ

効果的な
運動をし
よう！

自分にあ
ったエネ
ルギー？

１２月４日（木）
１３：３０～
１４：３０

透析になら
ないために

ス
ト
レ
ッ
チ

糖尿病
～元気で長生
きする方法～

年末年始を
上手く乗り
切ろう！
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　今号では、中町老人クラ

ブの皆さんのラジオ体操を

掲載させていただきました

が、今後のまちづくりの手

法において、とても参考に

しなければならないと感じ

ました。

　私は、地域の持続的な進

展のためには「自分の暮ら

す地域のことは自分たちで

考える」という地域住民

の「ふるさと愛」の強さが

重要だと感じています。中

町老人クラブの例のように

「誰がリーダーという訳で

もなく、一人の発案に対し

てみんなが賛同し、ラジオ

体操を始めた。今では、誰

が言い始めたわけでもな

く、清掃活動も毎朝の常に

なった」。このプロセスが、

大切だと思います。

　町で実施する対外的なイ

ベント ( かつおフェア等 )

はともかく、各地区の中で、

井戸端会議を復活させるこ

とが、魅力的で個性あるま

ちづくりにつながると信じ

ています。

　隣近所で、家族や自分の

ことを話し合いながら、地

区や地域、大きくは日本の

未来を語り合えると楽しい

ですね。

　そんな井戸端会議を開催

する折には、是非、取材を

させていただきたいと思い

ます。

　 「第 12 回パールジュエリーデ

ザインコンテスト」の三木稔パー

ルジュエリーコンテスト審査委員長

〈( 社団法人 ) 日本ジュウリーデザイナー協

会会長〉は「見た瞬間にグランプリはこ

れだと思った。デザインだけでなく、リ

ングとしても機能的。将来が楽しみだ」

と最優秀賞を受賞した大塚さんの作品を

高く評価されました。

愛南町の人口
（平成２０年１０月１日現在）

世帯数　11,084 戸　
人口　   26,337 人
　男　   12,300 人
　女      14,037 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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「第12回パールジュエリーデザインコンテスト」

で表彰状を受ける大塚岳
がく

さんです

最優秀作品賞の

「蹴
けまり

鞠」


